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日本藻知皐 f守合1¥リ

(総 則)

然1俗 本合はU本吉量級王手合と柄する。

士有 2係 オド合は務~~Cmj歩普及 を l古川，併せて令長相互￠主主総)1Ï<.に貌H主 を mij る とと を

目的とする。

然 3fl条 本舎は1削除の目的をよ主するために，次の事業を行う。

J. 大舎の開催(Jp.1問)

f. 故郷lに附する研究含， 談'po令，採集合~~;の開催

:J. Æ~切干IHïA~!'c後干

4. その他的僚の目的を主主するために必裂な事業

第 4後斗・合c事務所は令長のもとにおく 。

1iJ;5際 水令~弓):XJf. I~.l:l; 4 )J 1 Hに始まり， 翌翌年 3)]31 11 1亡終る。

(曾~.)

第 6総合員は次の3砲とする。

J. 普通合員 (喜蹴廷に閥.C、をもち，本令の趣旨に賛同する間人叉は|鍋{本で， 役只令

め.'1k~~1するもの)

f. ~務合員(議撃の護法に11献があり，木令の趣旨に賛同する個人で，役員舎の

椛隠するもの)

3. 特別合員(本舎の趣旨に賛同し，本合q;ßJI~に特に寄興した個人文は間体で，

役員舎の推薦するもの)

針~n条本舎に入令するには，住所，氏名(J調体名)胤業 を記入した入令 111込有を令

長に差U¥すものとする。

気~ S fl儀 合員は毎年令'1:'(300闘を前納するものとする。但し名枠合員及び特))IJ令員は

令'J!(を要しないa

(役 員)

策 9fl保水舎に次の役員をお〈 。

令長一名

幹 事 若干名

舎町長は王室起人合に於て滋邑人1(1よりとれを.笠 1¥する。幹事は合長が汲起人1(1より

とれを指名する 3

(刊行物)

務10篠木舎は定期刊行物「部類」をJf'-31"1刊行し，令只に!!!¥料で頭河liする。

附則

とのfJ則は11間n'J7 &P.10 JJ 11 JJ から施行し t('~ 1同大合が開催されるまでのr:日有効

とする。



尾瀬高層線原の珪藻フロラ -守秘噛鳳

根来健一郎*

K. N 1iG0RO: Preliminary Report on the Dia旬Im-flora
of the 0必 HigbMOOE官

群馬・編島・新潟3鯨の境に跨る，所謂尾瀬地方に於ける尾瀬ゲ原を主体

とする高屠漁原は，長野牒馨ケ峰高原に於ける八島ケ原と共にi・我が園tヒ於

ける代表的危2大高居識原である。

一般に高居漁原に於ける池沼・繍lKは，溶解性盟類(電解質)に乏しし腐
植質に富み，強酸性主呈する聖書の諸舗で，特殊左環境を構成し，従って特殊

注生物相を有するととは，夙によく知られたととろでるる。高居漁原の陸藻

フロラも亦その例に漏れゑい。

ととろで八島ケ原の珪藻類については， 既に昭和13年(1938):-にハルピン

の蕊拐事者 B.V. SKVORTZOV氏が，岡田喜一博士の採集詮F酌どどる材料に

基いて研究した結果を報告しているがP尾湖南屠漁原の砧藻類に与いては，
未だ何も知られてい泣い.

著者は，著者自身が昭和16年の哀 (Aug.5-6， 1941)に尾湖地方を説れ採

集した材料に基いて，該地高屠漁原の陸部フロラを明らかにし得たので，と

とに報告する。但し詳細は本報告にゆやり，ーととにはその概要について護去

するに止める.

先や尾瀬高居湯原の池沼7KのpHを，著者自身の材料採集時に設け，る測定
結果に基いて示すと，戎の如〈でるる。尾湖沼のそれは，参考の矯に記すに

過ぎたい :i

〔尾湖沼…・・…...・ H ・.....・ H ・-… pH i.2) 

沼尻:21三漁原池沼・・・……・…・・・…...・H ・.pH 4.1-4.5 

白砂漁原池沼…………………・……・;"pH 3.9-4.6 ‘' 
悼且

骨京醤E大道長大津臨湖貿験所 (OtsuHydrobiologiω.1 Station， University of Ky仇01.
1) B. V. S即 ORTZOV(1938): DiatoI国巴olleetedby Mr. Yo舗IIlKAZUOKADA in Nippon. 
1. Mountain bog diaωms flora from Prov. Sinano. Journ. Jap. Bot.， 14， 204，・217.
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42 議編第1港第2貌昭和28AJ!.Sn 

尾瀬ケ原梶原池沼

下回代...・ H ・-…・・ H ・H ・.....・ H ・-….pH 4.2-6.5 

中国代…...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…… pH 4.2-4.3 

上回代… H ・H ・...・ H ・.....・ H ・...・ H ・.pH 4.0-4.5 

ととろで上掲のpHの範囲から判る様に，下回代の一部，即ち尾瀬ケ!京の

Jlull官にあたり，槍校l技の揃四郎小屋tt:近い部分には1 pHが5.0以上6.5に及
ぶ地域があり，との謹一帯は既に高屠梯原の性質を可成りに失い，智通の漁

地又は草原へと謹移しつつあるかに息われるロそとでとの様な微敵性の地域

から採集した材料を別に取扱って，高層漁原の純粋2記長l~霊長フロラを明らかに

しようと努めた。

尾瀬高屠漁原から見出された砧藻の脇名と，各属に含まれる百d設，ー饗種敷
品誼激，及びそれ等の合計設を示すとヨえの如くに怠る。島名は合計教の多い

ものから並べた。砥数，竣智識，品種撤の下に於ける(+ )は，下川代の微

酸性地域にのみ見出されるものをと追加1したものである。又合計下の( )中の

激字は，徴醍性地域のものを含めて合計した撤である。

Tabl~ 1. Composition of the diatom-flora of the Oze high moors 

Name of genus . Number of Number of The 句匂I
spe巴les variety form number 

庖 名 穏 霊童 聖書種敏 品穏費量 メ日』 計

Eunot伽 S (+2) 7 1 16 (18) 

P伽nular旬 2 (+8) 2 (+1) 1 5 (H) 

Fr畑 tulia 1 1 1 3 (3) 

Navicula ~・a 。 。 :.1 (2) 

Neidium 。 !凶・ 。 :.1 (2) 

Anomoeoneis' an 4 。 。 2 (2) 

Acti:糊 IIα 1 。 。 1 (1) 

Surirella 1 (+1) 0(+2) 。 1 (4) 

句mbella 1 (+3) 。 。 1 (4) 

Diatoma 1 。 。 1 (1) 

Peron仰 1 。 。 1 (1) 

Stauro飽沼is 1 (+1) 。 。 1 (2) 

N伽 8chia 。 1 。 1 . (IJ 
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根来:尾瀬高層滋震の雄総フロヲ{濃緑} 必

Name of genus Numb邑rof Number of Number of 百letotal spe巴1倒 variety form number 

厨 名 種 重量 盤穏護主 品種裁 合 計

ste旬叩te'rob偏 0(+1) 。 。 o (1) 
Rhoprilod似 。 0(+1) 。 o (1) 
DiplO?帥 0(+1) 。 。 o (1) 
GO?叩加旬emcz 0(+1) 0(+1) 。(+1) o (3) 

37 (61) 

A mark (+) denot倒也enumber of species， variety， or form of dia'旬Imsfound 
only in the weak acid waters (pH 5.0・6.9).

即ち尾瀬高居漁原に産する陸藻は，全体で17届， 61種類であるが，徴酸

性水域に産するものを除き，純粋の高居漁原特有の強酸性水域から見出され

るもののみに限ると 13嵐， 37種類とたる。 そして種類敷の特に多いのは

Eunotiaと Pinnulariaの2麗である。

尚尾瀬高居識原の確瀦フロラを構成する主要メンバーはと言えば，ヨたの13

種類を事げるととが出来る.

List of the main representatives of the diatom-

flora of the Oze high moors 

Actinella p蜘 ctataLcwis (Fig. 1) 

An側 oeoneisexilis (Kutz.) Cleve (Fig 10) 

Eunotia alpina (N五g.)Hust. (Fig. 4) 

Eunotia lapponica Grunow (Fig. 5) 

Eunotia nipponica Skv. (Fig. 6) 

Eunotia Pectilla[js var. minor (Kutz.) Rbh・(Fig.11) 

EU/lotia sp.め (Fig.7) 

Frustulia rhomboides (Ehr.) De Toni (Fig. 8) 

Frustulia rhomhoides var. saxonica f. ulzdulata Hust. (Fig. 9) 

N oflicula sllbtillissi71la Cleve (Fig. 3) 

Pinllularia subcopitata var. Ilils田ealla(Janisch) O. Muller (Fig. 13) 

Pi'l11ularia fliridis var. sudetica (Hilse) Hust. (Fig. 2) 

Surirella delkatissillla Lewis (Fig. 12) 

m これは新滝であるが，本報告に於て記載する。
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44 議 狩i 第 1 ~ 第 2 ~良 昭和 28 年 s 月

前記 SKVORTZOV氏の研究による と，八島ケ原の桂蕊は17属 42種類で

あるが，とれ

を足必iのもの

と比;1泣するに

耐者に共通の

叫が10或いは

11もあ り， 又

共通のHi:も多

く，1lIK全体

の11-1で羽生J'iH生
の!Iキに多いの

は，E川IOtiaと

Pilllllllal'ia 正コ

2且jでるると

とは同U~で、あ

るが，耐えl)'/l¥J

てヅヰいに兵な

っている出liは

j毛i~j!正:j }音i長原

のものは全部

羽以知、KM;jし

11二i心主l!ifj1のも

のを産しない

のに剖し，八

山ケ阪には 111

心lli!主fiの Jl1e-

losil'a grallulala 

カリJ，H 11されて

いるととであ
可

屯〉。

1 

6 

I.A口linel1αρnη'，cl日tα ~. P.inmι1α7・f';，αvか・?:desvar. sndeticα. 
a. NaviclIla引IbliUissimα.4.ElInoti，ααlpina. 5. Ennotiα 
tαpponiccr.. 6. EnnoUα 骨7・pponica.7. Ennotia sp. S. Fr-
?lst1/ua 'I'hom.boides 9. F?'1I.sl引liαj'homboid回 var.saxonica 
f. ?lηdnZrr.ta. 10. Anomoeone?:S仰 がお. ]]， E?I，not伽 pectinalis
var.刑制01・ 12. SU1'i1'ellαdeZical'issimα. 1 :3， Piηnnlα?・4α
subcαpitαta var. Hilseα叩
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輪藻類が蚊の産卵及び、愛生に

及ぼナ影響(f象報)

今堀安三本

K. IMAHonI: Preliminary note on the Charophyta-effect 
on the spawning and development of mosquitoes. 

はしがき

輸誌委員 CharゆI1J・teの生育する池間では，蚊の費生が見られないというとと

は CABALLERO(1919)がはじめてのベて以来，との藻が蚊の費生を妨止する

というととについて賛否雨論が数舗の論文上で、たたかわされ，結論を得ない

まま今日に亘っている。それせ;の中，主なものを事げると S¥¥・ELLENGRE1lEL

(1924)， B LOW (1924)， SENIOR-WHITE (1926)， PAL (l9?2) ('!j;はとの棋な効果を

否定し，とれに釣して BUHOT(lP2i¥， METHESON & HINMAN (1928)匁がと

の作用の存在を肯定している。

さて此う阜の人々の供試した材料相(物としては NitellaaW71IIl:ata， N. /urcata， 

N. oZigospira， Chara g.l'71lnopitj's及びC.zl'J，lanicaで，とれ等が TI:ecbaldiaanm:lata， 

Cu/ex pipiells， Anopl;eZes 11町町Zipennis 等の幼生に釘しイ'11J~~l;有害作用を及ぼさない

と結論し，とれに主fL Nitella thauloteles， C1:a，.a glcllllr.r叫C.vdcaris等の Cham-

ceae I主Stegomia/asciata， Culex fatigans， C. pjpiens， C. terrians， Anopheles lI1'ssor-

hynchlls， A. Pllnctipennis及びAedest刊 ans('.~.;に釘し有効で‘あるとの結果である。

とれ等諸研究の結果がまちまちであるととは，質験材料が比較的少ないこ

とから考えて少数例の常然の財結とも瓜われる。 Lーかし一方には寅験の方法，

又はその過程に沿ける考察そのものに大きな誤謬をたかしているとJ忠われる

例も散見せられる。たとえば SENIOR-WUI'1'Eによれば「蚊の幼生は過他府1

融素の献態とか pH8.6以上の水中で仕死滅するが，Cl:aroth!'teの繁茂する水

は多くの場合との様な保1[¥ーに陥り易いため，Charothyteの生えている池沼に

は通常蚊の護生が見られないのである」とのべているが，現在の知識からす

普金津大愚瑳拳部植物準教室
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46 蓄基 煩第1怨第2貌昭和28&f-8月

ればととに是非げられたような2つの保件は蚊の生育を阻害するのみか，過飽

和田空識の依態とそむしろ蚊の生育にとって好都合で・あるといえる。又トウゴ

ウヤブカ Aedestogoiの如きは淡水にも殻生するが，海岸の tidepoolに好ん

で護生するととから考えても，上記の2保件が蚊の殻生阻害に闘係あるとは

考えられない。

以上の見地から筆者はより多くのデ{グーを出すととによって輪謀類の蚊

に封する殻育阻害作用の存否をたしかめ，又蚊の産卵に際しての選搾能力の

有無，吏にもし阻害作用があるとし7たと場合に於けるその布効物質の迫求叶等;をを: 

計

報÷背号し諸諸.賢の御#批t判ならびぴ、に御助言を賜り7たζいと忠う。

1. 費験の材料

弐の 3つの賞験を行ったが，とれに用いた材料は丁度その蛍時培養中で、あ

った Nitellarigida， N. tlexilis， N. mucronata， Chara corallina， C. g!obularis， C. 

zeylanicaの6積を用いた。 とれに劃して供試した蚊は， :un質験では本串杭
物国内の水糟に殻生した Aedesabbopictusの幼生を用い，第2質験では，卵を

得易いので AnopheZessinensisの卵を， 第3質験では Aedes togoi， Anoルles

sine1/sis， Gu!ex tritaeniorhynchusの3種の成虫をmいた。容器は表面積icm x28 
cm， 深さ 21cmのガラス水槽を使用L， とれに焼砂1合を入れ， 十分に水

道水及び恭湘水で、洗った藻をとれに杭えて7Kを17cmの深さに怠るまで静か

に入れた。向:un， :U~2 質験中は操作時間以外はガーゼで上面をお沿い，異

物や見虫の侵入を防いだ。叉いす・れの賓験に於いても Controlとして藻のな

い水槽をJ1j意した。

2. 費験の方法及び結果

第 1費験上記の通り 6顧の誌を入れた6併iの水柿及び Controlと合せて

7 併iの 7kt<1~の各々に 10匹歩つの幼生を入れた結果第 1 表に示す如く Nitella 

tlexilisとN.rigidaはかなり強力な愛育阻守jう王撲滅作用があると思われる。

一方殆んど影響の見られないものもある。

第2費験前質験に3なける幼生の代りTtff卵された直後の卵を 1塊ゃっ(1塊

約20筒)入れた。 5日後 Charaglobularis及び C.zeylanicaの水槽を除き他の

卵はいす=れも府:化せやに分解しているのが見られアらたた Controlでは多数

-6-



今痢: 輸藻類が蚊ゐ産卵及び溌.lf!..~;:及ぼす影響{務i報 47

第 1表

¥¥¥  | 幼虫政

種名 ¥¥¥|最 初 1 30時間後 |ω時間後 1 5日後

Nitell，αflexi1is 10 。 。 。
N. rigid，α ]0 の“ 。 。
N. mUC1'onatα 10 4 1 1 

αltara corallina ]0 s 6 ‘“ ' 

C. globulαris ]0 ]0 10 9 

C. zeylanicα ]0 9 5 4 

Control 10 10 9 8 

の幼生が浮遊するのが見られたが， J-.記2f:ifi:の水柿に沿いても各々 5匹の幼
生が護見されたのみで、あった。

第3費験 71fiの水槽をー列にならべて必き，~休が十分必沿われる蚊帳

を張った。 との中に十分吸血した3杭の蚊を各10匹ゃっ放った。 2日後，

N. f伽 ilisを除くすべての水柑に卵が見られた。

3.考察

第1，2質験の結果Niteliajlr;>:ilisをはじめ多くの N市 lla民では一般に蚊に

3討する有害効果が認められるが，Cham JiJでは効果1ま嬢著でないものが多いと

忠われる。又2153質験によって，蚊は芹:卵に際してある程度の選搾能力をも
っとも考えられるが，との 1つの例のみでは断言IH米ない。

2主治 Nitella 属でUJjらかに蚊の撲滅)~五阻害作111 に有効で、あると%・えられる

賞例を2つ紹介出来る。その1つは1951年秋，筆者が北海道I'C採集放行を試

みた際，1WII路間豊頃村に於いてある池畔の位人から蚊帳なしでも蚊の襲撃を

うけないと聞きその池宮としらベた所， 7K民一[商が4なびただしい Nitellaflexilis 

の群落でた3なわれているととを鷲見した。しかもその池から 1kmも離れてい

たい別の池では愉部知念くかっその池傍のit人は蚊1¥辰を必要とするというと

とで‘あった。他の例は現在本著書事{f物闘内の大型企メント71<.糟で N.rigidaの

生育するものでは全く幼生が殻見されないが Charaglobularisのるる水糟では

少数ながら幼生が浮遊し，更に全くi愉滞類のない水柿ではたびただしい幼生

が鷲見される。
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48 若葉 類第1倉第2披昭和28年8月

4.摘要

1) 一般に Chara属は明瞭で・たいがNitel!a崩の多くは蚊の生育上に有害で

ある固

2) 蚊は輪部類のある71<.に輩、Iしるる程度産卵の棋弾性が想像される。

3) 今後な沿多数例による質験的裏付けが要求される。

ドーソン博士の北海道訪問

前線に紹介された F'~ソン博士はベトナムのナートラングに在る海洋研究所に於ける海

議採集と研究を終え，マニラ， ，'5/:川を縦て4月]4日千践に著者， 15日北大を紡閲された

ので111間帯男博士とともに準内と札幌市内を案内し， 16日に室蘭海重量研究所に案内，中村

議輝博士の案内で絶好の日和に存分の採集を紫しみ，その複は研究所官舎に一治， 17日札

幌に戻り，箇蛍師チャプマシ博士の歓待を受け，三博士ともパークレーの加州大単に拳lま

れたので・敵談が量産きなかった。Lf後理挙部に於て，草草類準舎主催でナートラシグ海祥研究

所に就いてカラーフィルム使用Q:;競演を煩わし，夜は道廃水産謀， t自.業舎及び覇軍天舎祉招

待の牛飼小宴に別れを'1'昔んだ。 18日千歳磁， 19日立川を出溌ホノルルに安着の報があっ

た。 6月一杯同地に家族とともに滞在， 7月始めロスアンぜノレスの南加大皐に鯖任の由。

く時間郎〉

宮部金吾博士とコンブ

日本キ'IR牧準合札幌支部では4月27日営部博士の誕生日を記念して例食を開き， 博士の

門下である時岡郎博士がこの絞題の下に幻燈を使用して宮部博士¢北海道良布科植物¢研

究にワいて諸活{を行ワた。 明治35年/l¥J阪¢北海道水産rJr.:査報告倉之三に滋表された同博
士の論文を英探して詮を附し，宮部博士記念事業のーっとして出版する計・選が逝められて

いるrbである。

北大水産植物串教室の函館移輔

本年4月1日l柑で北大襲撃部水産拳利・の人員が北大水産準郊に商E置換えとなり 4競康

が函館に移縛することとなったので，時岡師数綬掬常の水産植物拳数室も 6月中旬移事事を

終った。宛名は函館市港町253番地，北大7Jt産拳部内である。

- 8ー



ア フ 〆 に就 て

新崎盛敏ホ

s. ARAI'IARI: On E'帥旬伽枕yc陥 SETCHELL

アラメとカヂメは棉藻中でも代表的危仲間としてこっ並べて古くからよ〈

知られた名前である.元来が古名又は地方4'1をとって和名としたのであるか

らEの植物にどの不11名をあてるかについては我岡にゐける梅蔀撃の二大先建

たる附村，遠藤雨先生の聞に明治末期頃論争があった.今では其の論争，封

立は忘れかけられているが，首時に沿いては日i母村アラメは遠藤カヂメ」

「畢者ともるろう者治:それ位はアラカヂメ知ってゐくべきだろう」等と皮肉

られた位有名訟話題をたげていたらしい。然L岡村先生の系統をひく部類研

究家の多い現今に沿いては，上部が二叉に分岐するのをアラメ (Eisenia)とし，

一本のままなのをカヂメ又はノロカヂメ (&klonia)とする命名を混同する専.門

家は一人もないだろう。然し専門家でない方々や専門書で危い本等では現今

でも遠藤先生による命名 Eisenia=カヂメをとっている場合もあり，又地方

にJ:って多少の建いはあるが大体に沿いて伊豆以西ではEiseniaをアラメと.ilミ

し〈呼ぷのに封し伊豆以来，外房や五羽h方面ではアラメの地方名は殆んEき

かぬが， Eiseniaをもカヂメと呼んで民り，湘南・の一部では Eckloniaをとアラメ

と呼んでいる等まだ混迷が残っている。古文書等による和名の来揺や地方名

等については古く岡村(梅諜と人生，日本i毎諜誌)と遠藤(t毎産植物事)雨先生
の詳しい記述があるから今夏私如きが喋々するにも及ぶまいから之位で止め

る.

鹿で古文書中では滑悔部，荒布，器布と脅かれているのがアラメで，古く

から食用に供され朝廷にも献上された惑は雨先生の帯によっても明らかであ

る。往時の産地{献上地jを荻野山之博士の。漁業考グ中で拾いあげてみると

志摩，伊勢，紀伊，肥後，武離，隠l技，佐渡等とある。隠岐と佐渡からのア

ラメは，現在日本海沿岸での Eiseniaの分布は山口，島根，鳥取膝下位で，日

本海方面でアラメと俗稽するのはツルアラメ (Eckl伽 iastolonifera)をさす場合

鴨東京大象良署各部水産植物事故室
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50 若菜 類第1港第2競昭和28年8月

が多いから，恐らく EiJ'elliaのととで、はあるまい@それにしても記録にあるア

ラメの産地は上記の如く殆んど本州、I~~市.部に11ið している(良質のアラメを産

するとして布名お:遠江の相良がねけているのはゐかしいが，恐らく同地のア

ラメが有名になったのは徳川時代にたってから劃策，管理が功を奏した$め

ではたかろうか)。又現今でも，之と一致してアラメを盛に利用するのは伊豆

以西で闘束，東北では飴り利用してい註いし，又その主産地は相良，志摩，

天草情E本:)，鳥取だと云われるが，相良や志摩では此物をアラメ又は皐にメと

稀し決してカヂメとはいわない。カヂメ=Eckloniaの方はアンロク，アマタ，

アモト等と云つてはっきり匝別し殆んど食用にしていない。然し面白い事に

相良ではアラメの老若によって名前がちがい(諜:形の鑓化は後述する)，組若

い一枚の小葉片だけのをアベラと云い，少しく生育して葉片の側面から枝葉

が出たり二叉にたりかけた1-2月頃生えているの.をカヂメと云い， 二叉に

分校した成休をアラメと云っている。アベラ，カヂメは商品にはされたいが，

極細〈刻み熱いた汁に入れると粘質がとけ11¥してトロロコンプに似て潤特の
風味がるり，他鹿では食べられ泣いものだとして賞味している。アマグ(カヂ

メ)でほとんた事はなく，潰謹に津山訂あがっていても相手にし註い。

上記の様註戎第であるから，地方名は兎も1ljとして，古名をとって和名に

したとすると矢張り岡村先生がとられ，従来多くの方建が従っているアラメ

= Eiselliaとする方が受賞であろう.専門家にとっては蛇足だったろうが，そ
うでたい方々が迷われお様にと思い胃頭に書き出した戎第である。

そのアラメであるが，之は太平洋岸では九州市端から東北の岩手，宮城の

豚境るたりまであり，日本梅沿岸では九州から鳥取廊下謹りまで蹟〈分布し

干潮線直下から 6-7等位の深い鹿まである。多年生(3-4年1)で周年ある

が殊に晩春から初秋にかけて繁茂し， 5-7月頃がよく身が入っていると去っ

て業者の採取は此時分に行われる。 9月頃から葉に胞子麓が出来 2月頃ま

で見られるが 9-10 月の頃が盛んである。 A;も生殖時期は~I三により，場所に

より大分遮謹がある。梯走子ぽ直ちに殻芽して小さい糸AA体にゑり，此物の
上に卵と精子が生じ，授精した卵が殻芽，成長してアラメに註る。との過程

はよく知られているコンプやワカメと同様で~<<うる。そして糸献体の生育建度

は光，温度，海水盤分，柴養分合有量等外界保件で大きく左右され，排走子

の殻芽から卵の授精まで謹い物では2週間位，遅いと 1筒年以上もかかる。

それはさておき，授精卵から出てきたアラメの生育過程であるが，最初は

~ 10ー
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細い輩をもった一校の小さいペラベラの漉Jrになり([i".lIl)，1f~ltlでは 11-2月

頃には現われ1:1¥す。小さい11-1はアラメもカヂメ，ワカメ，コンプ噌;もよく似

て直別が難かしい。やがて生長して10-15cm位に怠ると下方の雨側に 4-5

枚の舌葉が出る(闘2).此時分にたると，コンプ，ワカメでは舌葉を出さぬの

で之を有するアラメ，カジメとは容易に匝別がつくし，又アラメでは葉面に

シヲがあるが，カヂメでは滑らかである等の瓢で匝別がつく。之等の類では

1-4. 

5. 
5'. 
6. 
7. 

生長部が葉の下部，"jfくえの移行部近くにあるから葉や1容が段々仲長肥えする

と共に雨側の小葉も下部から戎第にふえて行〈。 中央の葉片は10-30cm，

隔7-10cm位までなると上部の方から次第に腐れ沿ちてくる(I~，ji3)。とん左

鑓化は6-7月頃から始まるが，秋にたると腐れ方がひEくなり，代って側面

の舌葉が殻謹して来る. そして10-11月頃宙誕上に胞子重量を作るのもある

が，大宇のー初年体は未熟ですぎる.共後中央薬の腐朽は進み京えの移行部近

くまだ〈歩れ失せて了いややこ叉般にまるが，共頃には生長部はすで、に分岐
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馳附近の外側雨縁に移行している。誕に鑓形が進むと古い ~I~央薬の基部はー

唐切れ込みが深くたり，また同時~雨縁に移った生長部では下方から戎々と，

後では仲長して舌葉になる刺献の突起が生じ生長して上方にある先に出現

した舌葉を押上げる様にするので翠の上部は完全に分叉し，制裁的たアラメ

の形にたる(1剖4)。 とんた形にたるのは各の聞に多くみられるが， 生育蓮度

は外界の保件で大いに港うから，中には夏秋の頃にすでに二叉した体にゑる

のもあるし，構い鹿~費生した芽生え等では12月頃にゑつでも未だ 2闘の様

註形体で止っているのもある。それで普遇云われている様~2年体がアラメ

の形に怠ると云うのは大体の庫で必やしもそうとは限らたいのは上越の事で

も分かるだろう。此の二叉した分岐上には最初は小数の舌葉が着いているだ

けだが，上記の様に外側下部から戎々にUlてきた物が成長して来るので次第
に敷が増え，各分叉上に15-60枚位の舌葉が着生する(胎15，6)0"主主旨舌葉は

外側の物が若く，内側の物程老いでいる詩だが老葉から阪次枯死して行くの

で，分叉賠の股部は戎第に蹟がって行く。 2年体の古葉は晩春から哀にかけ

て繁茂，成長し， 9-11月になると胞子襲を作る。共後古葉は上端から腐朽

してきて基部まで及び脱落して行くが，体上すべての舌葉が同時にたくたる

と云う事はなく，上記の様に内側の老葉.から先きに消えるのだが，すでに外

側下部には績々と幸J8震が生成され，柿充して行くから，いつでも大体一定数

だけの舌葉は着生している。然し多の聞は舌葉の成長，新生がにぷい様であ

る。 との様に一旦叉紙分l肢の体が出来た後は3-4年生でも殆んど盤化はた

いが，只老成するにつれて内股が庚がり且つ内側にまき込む様に怠る。 3年

以上の休でも分文枝が再び二叉すると云う事はなく(極稀には起るが}， ネコ

アシコンプの様た費形は見られたい。 2主治体の成長，輩葉の比例等は生育場

所の僚件で種々饗化が大きいから之で年齢を判定する事は出来ないが，童部

を横に切ると，切口には粘液腺が恰も年輪AAに並ぶのでその敢で出来そうに
は思える。然し1年生， 2年生， 3年生の国別は割に容易だが，との輸線も

それ以上にはふえないので3-4年生は匝別が出来泣い(岡5，5')。

アラメ麗は太平洋滑岸特産麗で北米沿岸の Eiseniaarborea，南米チP潜岸産

の E.cokeri及び本邦産の E.bicyclisの3種あるとされるが，前2種は同一種

だとも云われる。又本邦産も元は Eckloniabicyclis KJELLM.とされ，次いで

Eisenia arborea var. bicyclis YENDuとされたが， SETCHELLが北米産とは種を

別にすべきものであるとして同iseniabicyclis (KJELL比)S町'CH.と名付けた

一12-
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のに従って居り，金園滑岸産がすべて同一種であるとされる。それまでには

岡村先生日伝部と人生)はアラメ，ホソパアラメ，マルパアラメの3者に分け

られたが，後では(日本海藻誌)皆同一種に含められた。蕗が詳しく調べると

邦産アラメには少なくとも 2型がある。以前 S町'CHELL:が邦産種を北米の

忍 arboreaと別種だとしたのは，百-葉の形がちがい，幅康〈且更に雨縁から

分葉を出すのをヰ射tl的だとした矯めと云う(¥剖 6)。 とんた形放の舌葉を持つ

のは伊豆牛島東岸，三iili，房線、半島滑j与に多く，誕に北上して茨城，頑島，宮
城ts'岸のも此型が多いらしい。従来同村，遠藤先生をと始めとし多〈の方々が

凶示されているのは殆んど皆此型でるる。蕗が古くからアラメの産地として

有名た静岡県需の相良及び共の附近，更に南下して渥美，志摩半島産には此型

も混るが，大部分の物は建った形体をしている。即ち舌葉の形が細長く，雨縁

には分葉を出さやに只錨・歯般の突起がるるだけで時にその突起が護謹して箱

分葉に似た場合もあるが護建度合は前型の物に比べ著るし〈劣るo剖7)。
そして此型のは更に南西に及び，徳島，宮崎，長崎勝滑岸にも多いらしいが

共の他では米だ詳しい調査を依〈ので確か念事は云えたい。然し少君主くとも

駿河鵠を境に以来千葉聯までと以西三重腰、までどではアラメの形が遭う専は

確貨である。古来アラメは食用にされると云われ乍ら閥東や東北では殆んど

共の習慣がないのに，闘西及び以西では未だか註り常用しているのは，此の

同型の存在と閥係ある織に盟、われる。此雨型はそう云う肉眼的君主大きい相違

の外tz:，まだ細い所でもかゑり匝別があり，辞走子には闘京産では眼賠が全

くないのに閥西産では眼賠としても良いー{闘の色賠を有していると云う相異

も見られる。之等の相違から岡型は穂を別にして良いともJ思|われるが，それ

にはなゐ検討を要する事と思えるめで蝦に前者をアラメ型，後者をサガラメ

型としておく。そしてサガラメ型であるが，百-葉の形や分校上の撤等からみ

て北米産の E.arboreaに一致する様であるが，その判定も後日に譲りたい。

之までアラメとカヂメとの匝別賠は体形のタトに葉にシワがるるか否かで容

易に匝別出来ると云われたが，アラぷ(雨型ともに〉にも葉にシヲの主主いの

もあり，そしてシワの存否は生育場所，深樺，波浪の強弱等でかなり相違が

あるらしい。兎IC角アラメの様な普通にあり，よく知られている様な物でも，

なゐつついてみれば色んな未知のlt-が浅されている様に思われる。
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藻類の細胞拳

猪野俊平
(岡山大拳唾挙部生物拳敬三室〉

。とれが悔誌の接かね，生れて初めて見たよグといわれたのは，岡村金太

郎先生で，時は 1927年7月の或る日，私が東北大串の生物事科の一年自の質

習で，岡村先生から浅虫臨海賞験所に沿いて部類について教わっていた時，

たまたまiJI原1巨人先生が来所されて，確か ul聞の葉H-を Acetocarmine液で
固匙染色された棋を rl{~村先生に御箆願った時の 1 酬だったと記憶する。岡村

先生でしかり，私のような畢生一同いやれも生まれて初めて部類の接伝るも

のを拝見した攻U~で、あった。丁度その頃が， III原先生とそのでI"}及び闘技滞

先生らが本絡的に藻類の細胞感1:1:るものをやり始めた時期にあたっている。

世界で最初に部類の犠串的研究に乎をつけられたのは，細胞事の組である

STRASBURGER氏で1897年にヒバマタを材料にされて FLEMMING氏強液を

海水で薄めた液で固定され，ハイデンハイン氏鱗明捧ヘマトキシリンで染色

観察された。その後， FARMEH. and WILLTAMS (1898)， CHAMHERLAIN (1901) 

山内紫雄(1909)氏等がヒパマタ属で，また，山内氏は 1906年イトグサ属で，

それぞれ，完全な細胞署長的報骨.をされた。ついで，各閣の串者によっていろ

いろな種類について細胞串的左研究が行われてきたが，我闘でも，石川光春

氏(1920，アサクサノ川，井狩二郎氏(1923，砧部)，園枝滞氏(1928，アカモク)

岡原iE人氏(1929，スギモク)簿;の研究につづいて，岡部作一氏(1929，アカモ

ク)，猪野(1932，エゾイシグ;1936，エゾヤハズ 1937，ネプト~ク; 1948， 

クシベ=ヒパ)，阿部(宮田)臨五郎氏(1933，プシスジモク;1936，マツモ 19

38，ケウルシグサ;1940，マコンプと1)イキヨウモ)等が相ヨたいで海藻類の細

胞署長的研究を護表している。

以上の工うに，各闘の埋葬者がそれぞれの稲で細胞撃的研究に成功している

わけであるが， SCUUSSNIG & KOTIIBAUER (1934)の Ec/ocartussiliculosusの

ように，単に 7096アルコ戸ルで固定し，最後の仕あげに Origantlm油を用い

ているものもaうれば， 石川光表氏 (1920)のアサクサノリの場合のように，
クロム融危しの 2%オスミ品ーム般1と2%酷酸との混合液で固定し， JK洗後
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に CARNOY液で細胞内容を膨張さしてアルコ戸Jレによる牧縮を中和している

ものもある。

また DREW(1934， 1939)は，Sperlllothalllnion Turneri及び Plulllariaelegans 

'Jt. どの生司峨ill胞の固定を，ホルマリン 6α，70%アルコール100ccの混合液

で固定し，滞いアルコールを依わないで，ナぐ鎖明馨液(ifIlTkアルコール20

cc+ 4%鍬明鋒15cc)に1時聞入れて，::)くに 70%アルコールでよく洗い，プ

ラジリン液(プラジリン 0.5g+70%アルコール 100cc)に1時間，ーたに鱗明磐

で脱色し，誕に 95%アルコ-)レ， l.q~水フ'ルコール， 1M7Kアルコール 1+ キシ

ロール 15，カナダ・パルサム 3+キシロール25+無水アルコール2へと順失

移していき，後に次第に濃いパルサムに移していって最後にカナダ・バルサー

ムtz:生すじている。

また山内繁雄氏は，イトグサを 10%ホルマリンで固定し，鍛明磐ヘマトキ

シリン法で染め， Glycerin jellyか， Venetian turpentineで封じるとか，オス

ミューム敵の入つてないフレミング氏弱液で， 5-40分ぐらいの短い時間で

固定している。

しかし，筆者の経験では， DREW の方法や山内法には~'とかに秘停で

もあるのか，同様な方法でイギス科その他の紅藻をやってみても，うまくゆ

かない。それで・あれとれと先人のやったととをテストしつつホンダワラ科の

ものだけでなく，クシペニヒパ，コンプ，ワカメの生殖細胞の固定をととろ

みてみたが，阿部氏液がどれにも遁蛍であった。阿部氏液というのは弐の3

液からなっている。

1) ピクリシ酸飽和1液....・ H ・...・ H ・.....・ H ・...50cc. 

氷耐酸....・ H ・.....・ H ・....・ H ・..…...・ H ・.. 5cc. 

クロム酸・ H ・H ・..….....・ H ・・…………… 1 g. 

2) ピクリン酸飽和液…・…・……・…・…・… 25cc.

40%ホルマリン ・・・・・…・・・…・・・・・・・・…・・・・・ 25cc. 

尿議….......・ H ・-… H ・H ・"，・ H ・..…... 0.5g 

3) クロム酸貯事長液 f海水98ccに過飽和クロム隈

i夜のJ二i登i夜2ccを:，IJlIえtc江主)………・・・・・ 50cc. 
海 水……・・・・ ・・・ ・・・・・・…......ー・ 50cι

296オスミューム隈-……….....・ H ・... 5α. 

jj(酷般…........・ H ・....・ H ・....・ H ・...…・・ 2.5cc. 
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とれら左固定直前に 1と2の液を等量にi昆合L，その液とまた同じ量の

3の液を加えて用いるもので，国定時聞は4-5時間でよい。 との方法でや

れば別に細胞串の犬家で主主くても固定はできる。しかし成熟の時期を全部揃

えるのはたか左かの仕事である。私の教室でも康江君ゑどはとの方法でヒジ

キの精子母細胞の成熟分裂をきれいに見ている(岡1)。 闘に示すようにひE

い収納もたく，染色体も教えられる。ただし体外へ放出された生殖細胞や幼

匹の固定には，上記の3液のみでの固定がよい。その 1例を i晶12に示すが，

マメタワラなどの幼匪はきれいに固定され，細胞はある程度は収縮するが，

核には異常なく，接分裂f象は観察できる。

また，海部の組織建生といった鮪を細胞接的につついてみるのも面白いの

であるが，棋を主にしてみる様な固定液をそのまま依JHすると，制，qt映がち
ぢみ，どうにもならないので，教室でやっているホンダワラの浮醸の護生を

見る場合などは，海水島理の BOUIN液1)(海水飽和ピクリン1技沌i5CC.，ホル
マHン25cc.，氷酷隈5叫)とか CHA:MH:ERLAIN氏液(クロム酸1g.，氷酷酸

1 CC. t毎ノ1<.100cc.)を用いて固定し，パラフイン切片をつくって観察するか，

また器官の成I~が，組織細胞の化接的崩~か，物理的破壊かといった組織の

微妙なととろを!ιめる時には，合成樹脂(カーボンワックス)法を用いている。
その使用の11眠序は， よく水洗いした材料を， 60<Cの恒温器中で，カーボン

ワックス 1500に30分ぐらい入れ， ;;(にカ{ボンワックス1500+4000に移し

て30分，故後にカーボンワックス 4000のみに入れて 1時開放置して，後に

とり出して液と共に枠に流し込み常温で固め，そのプロックをスライデイン

グ， ミクロトームで切るのである。その時のメスの角度は 600にする。

未だ未だipj，誌の細胞壌は，植物撃の他の分野のものに比してゐくれている

ので，顕花航物では核型が云々されている時に，その染色体童文も決定してい

左いものも多い。それで・蛍教室でも，腕江三樹三郎，松本隆三，凶林長・朗勾;

の若い串徒が，あれとれと細胞撃的研究をすすめているので，lH炉ではある
が，もう 4，511三もしたらもう少し進んだ綜設ができると思う。

I)l!EI悶(1932)の Xiphophoraに用いたもの.
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猪盟':f:議類の細胞拳

D 

第 1圃 Hizik似 fusiformis ヒジキの精子母細胞の成熟分裂，ムシナ
プシz，仁の隣りに昆えるのは， It、わゆる“Cbromophilousspherule"であ
る。 B.ダィアキネシ λ，複染色体の各4は・， X，Y， Ot.[.どの形に見える。
C.中期{桶面観)，染色体滋n=32が数えられる。 D.中期{側面綴J，雨純に
Centrosomeらしい浪〈染った小体が見える。 x760

C. D 

B 

第 2園 マメタロラの体細胞核分裂

A.分裂前期:核内には染色質が増大し，核9トには多般の頼粒が見られる。
B.分裂中期穐面灘:2n=64の染色体が鍛えられる。
C.分裂中期側面観:中Jc，¥休らしいものは金〈見られない。仁に似た構造物
が残っている例。
D.各分割籾胞の核分裂の時期が夫J奇異なワてu、る巣常な例。

{続出f，康江19oal

"' 



じ l' ヘ グサ の「腐れJに就て

樹木紀 J8
(三，:ill:!\I&.立大是非7J~ ji長拳古10

附1'¥.¥27 !. I~ 10 月下旬，イ) 1羽11笥に商ナる三jJ(j陣一法、対1\松ケ ~\(.d・J 沿岸のヒトヘ

グサ(アヲ)がl尚れ I:H し， 主列{l染者は;包:越筆者"VC 貯:凶é~l:ーの探求を依頼されたの

でイ支)J1i;f;li¥凡W¥i札}J千と調布を行った。

ととでJ与oÍí:，'υI~('S; を Hi'~干したいと

第 1闘 ヒトへグサ養補"':，のi字削j式銅器E
(米i;jtにてj

身は美しい形態を示す阜市ilJ.lJ包のー下('"(1;諜矧

で矧微鏡(-1'')の大きさをイ1するK過ぎや，

J，'iliJiJiも多く ，:l{L1B'，1又はiiH1(をな して生析

する。珪誌のn:i!l)J包II児はr1.¥'y:Jiなもので， ペ

クチン貨の他珪酸化合物を今み，加i籾な

る故腿除 VCi~xVC 1~介である。珪謀はïl\.1J 1 

で浮j必生活するものもあるが，出III胞から

FJlfi物を分泌して他物に附泊して生活す
るものもあり，保件の良い!時ーはな述に翁ー

しく繁継する。 μ[Jち降雨に依り有機質が

多くな り北京の低下した!日'!" iJ'(の停滞し

1c11寺せーでイ訴と1火に多い。 今 |旦lは以上のi4J

- l~ ー

}~. :5 c "d村は此の詫角{J.K{tくって主

に生討をーιて，との溢一帯は引J般
のアヲオ'去地l必であり， クロ (アマ

ノリ)は始んどIiU起にならない。
制色に縫色村死したヒ トヘグサ

は国~~i，~によるととは \~Jかで、ある。

「ヨゴレ」又は「ドタ」と郁せら

れる珪誌は;I:¥l雑記献を込し，休自

第2闘 í J.'":Jl }k\~ t. J を LIーじた

ヒトへグサ ()1I!l基底)



i松木 : ヒト へグサの 「腐れ」に)'f.tいて 59 

合の4条件下Ki2kしい繁11(1.をみたもので，之がヒ トヘグザーにICHiti'し，その部の

*HI胞が沿かされて民減したものとみられる。

然しrlr~.S'iJ ~虫[1イIIJなる生J;iIlf'i' JIJ によってヒ ト ヘグサ乞死滅させるかは不明で、

あるが， 五H誌はi:i.H栄に弱いから3fの砂jをI:::Jくして乾燥による駆除を注 し， 叉
詰匂:です り:ぶすのも一方法と云われている。 U¥lち乾燥に剥く ，Jl'¥.の停滞で;繁

航するから，ノl立の流動を:7iIjj震にし，訴を11'，来るだけAiIに吋てるのであるが

業者が制訴を)-:.FI K '!~:i;て乾燥させるため ， ノl'\.fI'Ii泣 く KJ-.!tT('庇，逆効果の現

j岩えをみたと とがあるが，之は路11'，0'1'川 (ArlにはてるIr!j1 f¥j)が長過ぎた矯め，

先('1: ヒト ヘグザーが死滅 してしまったか らではないかとみられる。政三!;，~の日l~)f[

として松ケ崎山及び川越庄のヒトヘグリ¥U-r:次の立11きものがj脱出された。

1. Achnanthes longipes AG. (銘 31;;1¥1) Hu町、r:DT，Die Kieselalgen Deu-

tschJands， 2. Teil， ]933， p. 42i f. 8i8. 

本杭は~Pem:a!es (羽 HJ~野!) ， Fam.I1c1I11(IIIt1.町 eae(ア

クナンテス科)に脳し，一方の〉誌に脊k:J止があり，

他の殻」二には擬脊*;j~があり，殻J二の松ーf~、は雨~Jj~の

附側に美しく羽J/J、に配列される。各*HI胞は抗に多

数辿 り， í5~1184μ の長さに江ーするが ， 大多数は

134~438μ 長く ， ~1b';5 í ~6í μ 牧，柄 lま 54~90μ 長

く，8~13 μ 太い。 j二〉誌の 1=/=1 央部はiii も帆日‘i く 6μ ，

前叫iに狭く 5μ付与下殻は中央部最もあたく 5μ，雨

対;iは6μ位(，帝国1阻¥，雨殻に狭まれている部分は G

~] 6/1 f立の幅あり， 色素休は不規則なる形7/J~ をな

し，増大胞子をとグ\õ る時は著しく膨大する。 WL;m ~I:'.

物とみ られる。本部はヒ トヘグサの制色をftーする

「悩れ」の部分K符生し，長柄を以って ヒトヘグ

サの組織11'に入り込んで件!粛す。色は紘制色をJTi-

す。松ケIhif産。

2. Licmophora gl'acilis (EllR.) GRUNuW (部

41;，，¥1) HLJSTEDT， Die Kicsclalgen DC¥ltchlands， 2・

Tcil， 1931， p. GO， f. 582 第3画

オぇW~Iま Pennales (羽JI火事J[)，Fam. FrngilariaClγ7e(オ AG. 

ピケ イソ ウ科)に IIf<Ì し，休の先端は完刊J~の休に連

- 19ー
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60 談類第 l ~ 第 2f点 11(1，和 28&f. 8 JI 

なり，美しいよ品の一部の虫11き jm~ _Y.す。 色京休l土小税収をどなして多数散在す

る。伐には;(1'がilを附く。休にこJI予あり。

第4園 L1:C?nopho1・αg1'αcilis(日lIR.)GRUNOW 

x 140 ()JI越汗:ヒ トヘグサ上!こま}.1J'.J

-，)1ヲ(j， 巾叩州'/KUTZ.)は出il1-:I云

き扇~I予をなし ， 116μ長く ，52μ

の帆あ りて品1111乏き来航休(600-

2200/1長く ，6/1太し)のJ二にた
ぐコ。

他の_.)1予はl刷|手の長さ照かく
(42μ)， qJI仙:~Ii し (55/.1)。

~':f刷工 L. fla/;e/lata AG.と町古

似するも， iiij -X'(1:於ては色素休
が多数料|胞内にi設住するけれ共，
後者は 4illilのみである駄に於い

て異なる。 )11越応。

納， 染者-と懇談した際に終D!j~~

的な"tU'1として次の如き ものが
あった。

1. rドタMれ」は移杭後1m
もなく起る。

2. r悩れ」は大きい喋休E11
じkどい。

3. r附れ」は地般のJ¥-:)い(深
さの浅い)庇科‘ひどい。

4. 防止のため棚左上げて~jld誌を試み，反って「悩ALJ がひどくなった例

ヵ:ある。

Ci. l，((I.:IJ/Jがrr!;イヒに逢うと「悩れ」は口然消滅する。
fi. 1;年間がるってf氏;比:Wになったり， 1h~況のな縫がある と起る。

i. 'f.((I.ltJの潮流から汚えて，疎通のよいミオ附‘近は少なく， 71'，の停滞し目安

ちな庇が多い。

8. 特村lによるものらしい。

その他の希望郭唄として

1. アヲ詫航J-.のi歯切な肥料l土? 2. 附J行居，制入時Nlの珠洲は?
3. アヲを ~n く染める方法は?

"~I;県げられ，今後研究すべき課題が多数残された。
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海 苔ーの 生 i医

中・村議輝

前競tc須藤俊鑑博士が「アサクサノ Fの養殖を安定させるために」という

譜詣深い論文を寄せられ，その中でアサクサノ )}CD生活史に就ても踊れられ

たいるが，とどeは，イギリスのマンチzスター大事隠花植物事敬室のド P
品目 (KATHLEENM.DREW)女史がネーチュアー (Nature)誌上に護表され

たチダマクロノ 9 Parphyra削 Ibilicalis(L.) KUTZING D生活史に闘する論文

を紹介穿々「海苔の生涯jを簡単'に解説するととにする。

9月から10月.にかけて， いわゆる J)}場に竹のヒピや網をしかけると，

Eとからとも左く多敢のノ Pの胞子が集まってきて，そとに胞子がつき 1

箇月もずるとノ Pの幼体がはっきり肉眼でもみえるように怠る。そご巳と

れを顕微鏡でみると第1岡12に示すように 1mmtz:も建したいノ 9の幼体の

先端がく守れて，身体の各細胞がそれぞれ球般の胞子(車胞子)と怠って水中

に得ぴでるのが見られる。

との車胞子は母体からでた直後は裸の原形質の塊で・，アメ戸バAAの運動は
するが，自ら水中を泳ぐガはなく，附近のヒピや網に着いて，やがて球紋と

1:1: ~.，薄い膜で包まれる。とのとき直純は 15-17μ ばかりで，色は淡く，母

体の柴養細胞の色と大差がゑい。皐胞子はi主ちに細胞分裂を始めて再び母体

と同じノ Pの幼体をつくり， とれがそのまま親のノリの身体に成長するもの

もあるが，多くは上に越べたと同様に，再び単胞子をだしてノ Pの幼体を:.:r.

激自己殖やしていく。或期間とのような繁殖法を繰り越して， 11月から翌年3

月頃までの聞に，成長したノ.9qj身体とたったものが，われわれの食階-を賑

わずいわゆる識草海苔でるる.

アサクサノ習の葉体を注意してみると，葉休りふちの方に色が淡くて黄白

色をした部分(雄，精子器斑)と色が濃くて紅色をした部分(雌，襲果斑)とが

雑って，カス P献になっている(雌雄同株)。しかし， ノリの種類によっては

フイ Pグサのように雄と雌とが，同一葉体の民中から縦に左右半々に分れで

できるもの，また，ウッフりレイノリのように雄雌が別々の薬体にできるもの

(峰雄異株)がある。
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第 1園 アサクサノリの生活環， (1-13) 

1はアサクサノリの成体(xi);2-3は精子誕の分
裂過程を示す。 4は精子(4個)0oは遜果器。 6は呆目息
子。 2-6は石川光春氏主り模索Z，何れも X10000 '1は
呆胞子から後背した糸状体の一部。 8は左が糸欣休か
らでた直後の胞子，;ffがま事朕となったもの。 9-12は
糸欣体からでた胞子のR育過程を示す。 12は皐胞子を
出したノりの幼体。 13は単胞子。 7-13は黒木宗樹氏
より， 7， 9....13は X240，8はX390。
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中村 t 機昔~. ~邑渥 僧

ι寵芽して糸扶体主2主うて夏を過す (DA"NGEARD氏)という， 8つの考えが
あって，それぞれの立場の論蜘噴酬に積み重ねられて現在に至うた。と

とろが，イギリスめドリ品ー女捜部i949年I'C，冬に成長したノりの身体にで
きる果施子が海底的貝殻の中で， ノFと杢〈形の謹った一見，カピのよう左

来赦祢主最ゐつ~ltを過すという事震を報背L，ゲンヂヤード氏の考えを賞験
的fc龍朔L'1:から， j 1)の生前史の研究D上底，急:に新しい視野が拓けてき
た。

、ドリヰー女要!tj:消毒した貝殻の破片にチシマクロノ1}の果胞子をまきつけ

とれを賞験量セ培養した所，僅かの果胞子は多少大きさを増したままで蛮芽

しをいでいるが，大都分のものは第2聞に示すよう法枝分れをした糸AA体に

成長し，己のものは貝殻の屠の聞に侵入して貝殻一面にはびとり，やがて糸

AA体の小枝かち球形の胞子
出づくられるととを観察し

た。毛して j1} qj果砲千か

ちできたとり糸JIJ~休はQ!é IC
18磁年にバッタース氏(BA・

TTEltS)が梅底の貝殻の中

かち得た同様抵抗物I'C劃し

てコシコセーリス，ロゼア

!日¥
(Clifir1iol:elis rasl'a. BAT'I・ERS) 篇2薗 チシマクロノすの巣胞子lS)が設芽し
という名前を輿えていたも でできた糸状体 X60DREW氏より

のと，全〈同ーのものでるるととを確かめた。ドリーιー女史は，糸献体にで

きた胞子が護芽しで，ミI}，&もとの糸献体になるか，或はノ1}の葉休になるか

は踏めてい左いが，とれ噌;の追求と共に;以!I'C車111胞撃的な研究をも続けている

尚であるから，その結:w'i.I;制作される。

しかし訟がら，阪に前蹴で~J't藤博士が紹介されたように，わが困でも昨年

聾釜の水産研究所の黒木宗尚氏がアサクサノリにできた呆胞子をカキ殻に培

養しその中で護育した糸AA体が哀を越して，秋に胞子をつくり， との胞子が
護芽して普'過にみられるノリの幼芽になるととを観察し，更に臨釜等のノリ

場の海底の貝殻からもl司械な糸献体を見出した(第 11柑i)。同じ年に糸献体に

できた胞子の護芽については十分な観察は行っていないが，同様な事賞者こ，

京大水産純物教室の新崎博士，東海凶水産研究所の創雌tJ/j:土，千葉牒水産試
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験場の岡村技師に主・0ても，東京鵠各地等で観察され，ととに!. ，.. ~7手戸女

史の報告が，わが園のアサクサ!1)でも・質寵された静でるる。

以上に述べたノ Fの生涯を闘に示したのが第1闘である。春に1j:って成長

したアサクサノ Pには，ふちの方が色鑓TLて，各1個の柴養細胞から精子

器と港某器ができる(第1闘1-5)。精子器の中には64個の球般の精子がで

き，精子は水の力でま邑果器にたC!:Tっく。 遺呆器の突起に着いた精子(第1
圃5)の内容は卵犠とーしようにたる。受精後の譜果器の内容は分裂して8個

の呆胞子と1j:T.母体とはたれた果胞子はやがて糸蹴体とたって(第1圃7.

第2闘)梅底の貝殻等の中で哀の聞を過L.秋に1j:るl;.糸蹴体に胞子(第

1圃8)ができ，とれが水面近くに浮びあがってきて，ヒピや網に水の力でた

Eりつく。すると聞もたくとの胞子が小さ1j:ノリの業体にたれその先端か

らくす事れて.~!附h的払いわゆる車胞子をつくる(第 1 闘 1却。との車胞罰法畿

芽じ亡，ノリの幼体に注り，再び前と同じように単胞子をつくり， ノリの幼

体主殖やしていく。 9月から 11月にかけて，とのよう友繁殖法を繰り越した

後で，多に怠ると，成長したアサクサノリに怒り，やがて春にゑると有性生

殖を行って，果胞子を出L.自らは穴だらけの身体に怠って水中に流れ去る.

掠て，ノ Pの果胞子から愛育した糸nた体にできる胞子のととであるがと
れに似た胞千は糸般をした他の紅藻類にも，しばしばみられ，一般にとのよ

う左胞子は単胞子 (monospore)とよばれ，無性的にできるものとされている。

そとで従来， ノリの幼体からできる胞子を草胞子とよんでいたととも問題で

とれ等の貼に就ては，何れとの方面の研究者によってはっき，りされるととと

足、う。

〈北海道大高島:遵拳調l海報研究所〉
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ユナ食用に供さる

梅崎勇

ユナが食用にされているとは飴り聞きもし泣ければ，叉記録もない様なの

で，故に御紹介したいと思う。

ユナは九州北部より本州N~沿岸，及び北海道に五るWi範聞に渉つ，て潮間帯

の岩礁上に見られる。紅部知一イギス族-7~ ""'7ツモ f;トヤナギノ1)脇に位

置する一種で，球芽l亡{!{る 1n~性繁殖の行われる特殊た海部である。

若狭湾では滑停の作地に産し， 11月下旬より翌年6月下旬頃まで長期間に

渉って，繰返し繁殖し健産する端部である。

若狭潤の支樽なる小潰鵠地方の各農漁村では本誌を俗名ヒノキノハといっ

ている。此の地方では冬期間J，12月から翌年2，3月頃に，本誌を摘採し，後

淡水でまく洗い砂噌;県芥物を除去し，乾燥するととなく，直ちに醤油で長時

間煮詰めると殆ど識維献のものがなくなり，一見恰もアサクサノリの官I1煮の

如〈黒い判i'l!t体となる。此の料i質体即ち仰l煮を食用としている。貯械なEす

るととたく，描宜摘探して来て少しづっ諮って食用とじている。筆者も度々

試食しているが，仲々以てアサクサノ1)t乙優るとも劣らない風味である。然

しユナは微量の硫黄分を合布するため，一概の硫黄臭は除け友いが，濃い醤

油でよく煮詰めると幾分臭味が除去される。然し此の硫黄臭を釘・む人には良

い晴好品で，精々 御推奨し度いと.IJ!.う。

又京都府竹野郡網野町の海岸の人々も本部を新芽の頃摘探して，治露の賞

として食L，食用海部としてイワノ1)と共に晴好している。

〈京都大拳農拳郁水産拳数室〉

日本藻類皐音大曾の御知らせ
来る 10月10日からIII日迄H本植物皐合第 18聞大舎が金津市，金海大祭で掬飽きれる

に際しその第18目即ち 10月10日植物準食動資舎第1日目言語演の終了後，午後6時半よ

り本合第1関大舎を開き，合則の改訂，役員の改選その他の御相談を致し1安いと存じます
から多鎌倉員諸君の御向席を願います。なお舎場は金?早大祭内の官民定ですが常日植物皐舎

講演舎場に掲示します。叉簡単な夕食をともに致し皮〈その他準備¢都合もありますので

御胸腐の有無及び夕食事骨撃の有無を，創準大祭壇接部植物筆致索，今期宏三氏宛御一報願

います。 く庶務幹事〉
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田中剛著

日本産原始紅藻類の分類拳的研究

T. TANAKA:恒leSystematic Study of the Jap曲 eseproω，florid伺 e.
Mem. of the F:郎.ultyof Fisheries， Kagosbima 

Univ.，. vQ1. 2. no. 2， .1952. 

本署は緒論1.....2頁，目・科及び廊の検索2.....3頁，溜7Jc:rJt品種の検索並びに記載3':"84
貰参考文献84.....92頁及び闘J:li1.....23からなり， 4目， 5科， 10風， 39穏及び11品積が明
らかに・されている。 1944&手以来著者は此類の研究を撒け，そのI旬新亜局2，新種6，新
品種5及び日本新産穏の多〈を滋見したが，その中本者で始めて滋表されたものは1新宿，

S新品種で，今日まで明らかにされた種は総て本者の中に4kめられている。との分類系を

なすt>:'1古l.J，著者aは特に色濃体の構造を童話魔し，生鮮材料によワて観察していゐる。
ζの類は従来ウシケ .11}族 B側 giaJesとして紅議鏑の中に入れられていたが，著者は
恥SF~IN~E の就に縫い紅滋類から樹立せしめて原始紅滋植物門 ProtoHorideae とし，
その分類方式は SKUJAにより日本産のものを分類した。

目・科及び属の検索嚢

1. Porphyrid伽lesKYUN 
場町置は祭餐細胞の分裂に依る

PO叩hyrid:狗ce倒Sx.UJA
翁・柴養細胞は星形の色素体とその中央にピレノイドを有す。細胞は各々樹立し粘質物

中に集合す

. Porphyridium cr1側 tum(Aa.) NA~:Glr.r.l チノ P 毛

n. Goniotrichαles SKuJA 
増荷量は細胞分裂に依らず

1 Go抑制richaceωS回以
各幾餐細胞は屋形の色素体とその中央にピレノイ rを有す
a} 無性胞子に細胞膜なし・…..Goniotrich句協
bl 無性胞子に細胞膜あり H ・...Aaterocystis or旬ata(AG.) HAMEI. P '?ツチ7ぞ

m. Baηg伽lesSeJlllflTZ 
体はII!量一報の細胞よりなり，単8&=子l立通常の祭養細胞から分裂によって{或は叉分裂
によらず)或は祭餐細胞が傾斜せる細胞践によって切断せられて生ず

1 Bangi，αceae ScJlMITZ 
色素体は星形でその中にピνノイ rを有す
1. Erythrotrichiaceae ROSEN¥'INGE 

単胞子は築養細胞が斜めに分裂して生ず

f本は直立し糸状をなす....・ H ・...・H ・...Erythrotrichia 
2，. Ba'冗gieαeRORKN¥'I閲 1'.

車胞子は遁常の祭養細胞から分裂して{叉は分裂せず)生ず
a. t本は糸扶 H ・H ・...・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・..Bang伽ウシケノ P廊
b. 体l:t平盤朕・・・・・H ・H ・.........・ H ・.......・H ・.....・H ・'"・… Porphyraアマノ P嵐
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IL Erythropelt必aceaeSKUJA 
色素体は細胞の側壁に板状をなして容し，その中央にピレノイドは通常存せざれど

も稀に存す。思胞子は祭養護田胞が斜めに分裂する事により生ず

ω体は飼副し分岐せる糸よりなり，多少合ーして皐暦の盤状体をなす
. Erythroclad'似イソハナピ嵐

b) 体は始めクヴション状，後に小選量状になり最後にそれが裂けて皐暦に績がる

; . Porphyropsis coccineα(J. AG.) Rο日間V. ヒナノリ
c) 体は知倒せる糸よりなり，多少籾吠をなす… Colaconemα ペュマユダマ魁

IV. Comps叩ogonalesSK UJ人
体は2穏の細胞よりなり，単胞子は祭養絢胞のf止めに分裂することにより生ず
Compsopogonaceω ScJJMI1'Z 

色濃体は細胞の餌1)慣に板放をなして容し，ピレノイドはない。体は糸朕叉は闘筒状

をなす………H ・H ・...・H ・..…………… Compsopogon0おhiiUKAM. オホイシサウ

種の検索表

Goniotrichum KU:":TZING 
L 体を作る糸は 1列の細胞よりなる…… G.Alsidii (ZANARD.) HOWEベニミドロ
1I.体を作る糸は 2列以上の細胞よりなる

11糸は遁常分岐しないが，稀に側枝を出す・H ・H ・-….G. Humphreyi COLI.INH 
ニセウシケノリ

~)糸は不規則に叉は叉欣に分岐す・・H ・ H・-…… G. C01"側・ce仰 i(恥TI1)HAUeま
カズノホシノイト

Erythrotrichict AnE8CHOUG 
体を作る祭養細胞は1個のJIlj院の色栄体とその中央に1個のピレノイドを在す

.~風 Stelliplastida TANAKA 

1.体は 1~IIの細胞よりなる・…....・H ・ E.carneα !DU.LW.) J. AG.ホシノイト
~.体は 1911以上の細胞からなる

a) 体は2列の細胞よ唖なる・…....・H ・...E. biseriata TANぽ A ヒメリボン
b)体は4911の細胞上りなる・…....・H ・.，.E. reflexα(CROUAN) TJJU郎 T

ユミカ"'7ホシノオピ

体を作る祭餐細胞は側l~或'i;"~ ント扶の色長体を存し，ピレノイ Vはない
足感 PαrwtαliplastidaT.A.'!AKA 

1.一次的な盤欣の基部なし-……....・H ・..E. parietω陥 TANA臥イトリボン
2. 一次的な重症状の基部あり

a) 体の募部の節句部は糸欣でその総:遁不規則… E.伽crassatαTANAKA
イソリボン

b)体の基調lの伺旬。部はやや問形父は盤veをなしその線、遣は規則的である
. E. japrmicαTOKIDAホシノオピ

Bαng古ZLYNGBYH 
1.海産

1)体は大にしてlOcmに迭す…・…・・…・・B.fusco・pllrpurea!Du.I.w.) LYN. 
ウシケノリ

~)体は量!日lO cm に述せず

aJ 11: 1.:1: :1.1' ll'.にし・ζ多伍，;...... B. glυiυpeltidicola TANAKA 7 ノリノウシゲ
bJ体は岩上に生じ，常に単管…・..B. yαmadαiT 

-'1.7ー
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II. 淡水産...・H ・.J. ~・ M ・...・ H ・.. B.αtropurp抑制CRo蛸)C.AG.タ品、ウシケノ P
PorphyraC. ~RDH 
I.体は通常単暦....・ H ・-…...・ H ・....・ H ・.....・ H ・...・ H ・-・翠嵐 EuporphyraROHleNV・
1)総遁に顕微鏡的鋸滋あり

a}雌機関株

i)♀は 16 筒 8 は 128 簡に分裂す・H・H ・ ..P.OkαmuraiU~~A クロ 1 リ
ii)平は 32筒 8は64簡に分裂す H ・H ・...・ H ・...P.幻worbiculataK.JEJ.J.M. 

マノレノマアマノ P
iii)♀は 32箇 3は128簡に分裂す H ・H ・....・ H ・.P. crispα何~K.Jh"LLMAN

ツクシアマノ P

b)雌敏異株…....・ H ・....・ H ・...・ H ・...・ H ・P.dentαtαKJlo;I.I.M. オユアマノ 9
~)総;過に瀬微鏡的鋸歯なし
a)雌時十.同株

ii中は 16筒 8は64附に分裂す…......P. yezoensお U;';OA スサピノ~
ii)♀は 16flil oは128簡に分裂す H ・H ・P.serωtαKrJo:l.LM.イナマツノリ
iii)甲は 32筒 8は128簡に分裂す…P.ochotensis NAGAIアナアマノリ
b)珂L敏同株

il♀は8筒 8は128簡に分裂す P.angustα臼CAM.et Ur';TlA.コスヂノリ
iiJ♀は 82筒 8は128簡に分裂す….....・H ・...P. pseudolineαris U)也A

ウッ y'ノレイノリ

c)州B4li同株或は雄株のみ
i)中は8筒 8は64簡に分裂す…… P.tenera KAJ.I.M.アサクサノリ
ii)早は 16筒 8は32~苅或は 128筒…...P. crα8sa U印 A アッパアマノリ
iii)♀は 32筒 8は128闘に分裂す H ・H ・...… P.umbilicalis (L.) J. AG. 

チシマクロノリ

n. 体は多 U'it暦，2簡の色素体を有し部分的に2暦…-・・混濁Diplast似αTOKIDA
平は 8~;;1 ， o 64は簡に分裂す....・ H ・...・ H ・...・ H ・..P. Onoi UEDA オホノノリ

III. 体は通常2暦...・ H ・.....・ H ・...・ H ・-…・…'!ll1.嵐 Diplodermα(K.JELLM.)ROHENV. 
a)雌雄同株
iJ中は4筒 8は128筒…....・ H ・...・H ・..P. 1¥αsa (Y悶凹JU印 A タサ
ii)♀は 16筒 8は 64筒{岩上に着生)・・….P. bulbopes (YJ<:NDO)白CAM.

アクロタザ

iii)甲は 16筒 3は64i;f;1(常に寄生)・H ・H ・..P.叩l'i旨gata(K.mu.M.) HUH 
アイリ 17サ

b)阿槻異株叉は同株 ， 

宇は 8'j高 o16筒叉は 64iiijに分裂す… P.amplissima (KJJo:I.I.M.) SZTCH. 
et HUHペユタサ

Erythroclad似Ro司凶VINQ:・:
A)体の総;過は連総し(凹凸な<J，規則的である......E. subintegra 110凶 NVINGZ

イソハナど

B1体の総;迭はi車線せず(凹凸ありJ，不規則ぜある… E;'i'可何gttlαrisRoSENVINGle 
トゲイソハナピ

ColaconemαBAT'rEJI>I 
A)糸の細胞は主主く常に正形……・・…・………..C. simplex !NAG.-¥KIベユ，=ダマ
B)糸の細胞は短〈騒々不正形ピ分岐す

1) f本は不規則な湖!伏……...・H ・..C. fUl・cα臼 TANAK.¥ ヨナクニマユダ 7
2) (.本は多f112規則的な制収…… C.reticulαtum BM.'TI(J出アミマユダマ

〈阪~H!i~;器材1，ー北海道大拳遵E幹部組物争放室〉

- 28ー



曾員諸君の投稿を募る

令民;治省から大体号欠の事摂を御合みの.1"，の投稿を期待します。

] . 荻野iに闘する1]論文 (手n文)，綜税，論文抄鈴，雑草争等。

n 原稿抗1依'l..'~殺，掲1践の順序，休l依&.び校正は役員舎に一任のこと。

3. 別品lはイ論文， t'f.F:lt， 総合抄鉱にm~ りその'fIi:m は 50;'11{ を舎にて賀w し， それ

以..1:.は若務質捻のこと。 必要司:般は投稿¢際fこ1¥1込むこと。

4. 1]、論文， 綜診t，総合抄鉱は 400~{1li'i原稿用紙]:!放!，l:迄，其他は同上 6 枚1企迄

を限度とし闘lほ等のスぺ{スは此の内に含まれる。

5. 床材t!':tZP"仮名i見り，桜JJとしなるべく 400字詰原稿}Il紙をiIIふること。

次披より誠実nに闘する質疑感答欄を設けl立と思いますから，令員諸君・¢御利Jllを乞

う。 1M1T r::] は札腕 '， lî;lt大~l等部地牧準君主主内木令JJ!務幹事宛のこと。

昭和:!s&1'-S 月 ~5 日印刷

1I{1和 ~S&r-S J] ::a Il溌行

禁車事裁

不許複製

縦1長吉ftl}主行者

印 刷l ポー

!i.:t行所

可

中村 議艶u
~:健，I :I!I 見守北i高説昔、観士眼用Ii先富研究所

IJI 中 キヨ

tL健 市 北一郎両 三 丁円 ニlI'i地

日本浅瀬王手令

~L 鋭 m ~t 抽溢1. tl'浬e堅調:岨特，，~室内
E自作小柿 13318 
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